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徳島のうた－民謡と民俗芸能・伝統音楽の保存の試み－

はじめに

　「徳島のうた」生まれかわりプロジェクトは，徳
島にまつわる歌や民謡を保存するとともにその魅力
を発信することを目的として発足し，これまでさま
ざまな活動を行ってきた。本稿では，①徳島県三好
市祖谷地方の民謡の録音および発信，②《祖谷甚句》
の現代的な音楽手法によるアレンジおよび楽曲公
開，③「津田の盆（ぼに）踊り唄」（《津田よしこの》
とも呼ばれているが，本稿では「津田の盆踊り唄」
と表す）と《ぞめき囃子》の録音を取り上げ，民謡
と民俗芸能・伝統音楽の保存について考察すること
を目的とする。 

Ⅰ .�祖谷地方の民謡の録音および発信

1．祖谷地方の民謡

　徳島県三好市は，徳島県の西部に位置し，市の
90%近くが山地によって構成され中央部を吉野川が
横切っており，北は香川県，西は愛媛県，南は高知
県に接し，剣山山系を南側にもっている1）。三好市
の秘境と呼ばれる祖谷地方は西祖谷地区と東祖谷地
区に分かれている。2014年 3 月の人口は西祖谷地区
1,255人，東祖谷地区1,562人，2022年12月の人口は
西祖谷地区518人，東祖谷地区652人2）と，人口の
減少とともに過疎化が進んでいる地域である。
　『徳島県の民謡』（徳島県教育委員会編　1989）に
は，祖谷地方の民謡が60曲掲載されているが，現在
は歌われていない民謡も多い。本プロジェクトでは
《祖谷の粉ひき節》（《祖谷の粉ひき歌》とも呼ばれ
ているが，本稿では《祖谷の粉ひき節》と表す）と
《祖谷甚句》の録音を実施した。祖谷地方の仕事歌
である《祖谷の粉ひき節》は，旋律と歌詞が西祖谷
地区と東祖谷地区では異なり，西祖谷地区の《粉ひ
き節》が有名である。七七七五の詩型をもつ《祖谷
甚句》は，座興歌のひとつであり，歌詞には「祖谷

の甚句とかずらの橋は」と祖谷の風景が組み込まれ
ている。
2 ．�《祖谷の粉ひき節》と《祖谷甚句》の録音およ

びYouTubeでの発信

1 ）録音状況
　 　2019年 3 月12日（火）徳島県指定有形文化財（建
造物）阿佐家住宅（写真 1）で，《祖谷の粉ひき
節（西祖谷）》，《祖谷の粉ひき節（東祖谷）》，《祖
谷甚句》の録音を行った。（写真 2，3） 唄い手は，
三好市東祖谷地区で祖谷そば打ち体験もできる料
理店を経営し民謡の伝承者である都築麗子氏に，
レコーディング・ミックス等のエンジニアリング
は本学短期大学部音楽科非常勤講師・SHOGIN 

ENGINEERING代表の原勇樹氏に依頼した。都築
氏は祖谷地方の伝統衣装を身にまとい，阿佐家住
宅の環境と相まって非日常感豊かで美しい録音現
場であった。三味線は都築氏と関係が深い地元有
志の演奏家が担当した。

　 　この取り組みは，民謡が生まれた地域に赴き高
いクオリティで民謡を録音し広く発信することを
目的としている。かつてはやむを得ず簡易的な録
音機材で録音していた現地での民謡録音も，今は
デジタル技術が発達したことで，吸音や防音の環
境さえ整えばレコーディングスタジオとさほど遜
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色ない環境で行うことが可能になっている。住み
慣れた地域で唄い手はリラックスした状態で歌う
ことができ，リアルな民謡を記録することができ
る。
2）YouTubeでの発信
　 　録音した《祖谷の粉ひき節（西祖谷）》3），《祖
谷の粉ひき節（東祖谷）》4），《祖谷甚句》5）の 3 曲
を，歌詞情報と現地の雄大な自然風景写真のスラ
イドショーと合わせた動画としてまとめ，2021年
1 月に「四国大学学際融合研究所 新あわ学部門

YouTubeチャンネル」にて公開した。

Ⅱ．�民謡の現代的な音楽制作手法によるアレンジお

よび楽曲の公開

1．《祖谷甚句》のアレンジ

　民謡の魅力的なメロディを活かしつつ現代的な楽
曲にアレンジすることで，徳島の民謡はもちろん，
様々な音楽ジャンルの魅力を発信することを目指し
た。筆者（小田原）はエレキベースとDTMを専門
としているが，他のアーティストの制作において編

曲やミックス，ギターや鍵盤楽器の演奏で協力する
など，専門にとらわれない活動を行っており，それ
を活かしたアレンジを試みた。
　《祖谷甚句》は，親しみやすい詞とメロディを持
つ可愛らしい曲であったので，それからかけ離れた
意外性のあるアレンジにするために，変拍子，ジャ
ズ，ラテンの要素を組み込んだ。曲の出だしから唄
の序盤は7/8拍子でエレキべースのリフ6）が繰り返
される。これはかずら橋の材料となるシラクチカズ
ラが力強く，規則正しく組まれている様子の表現に
挑戦している。また，ベースのリフで使われている
音階と鍵盤ハーモニカのメロディで使われている音
階が異なっており，複数のキー（調）が同時並行で
鳴っていることで不気味さの演出を試みている。唄
の中間から終盤は 2拍子のトゥンバオ7）的な伴奏
に変わり，キーも比較的はっきりしたかたちで展開
する。曲の終盤はベースとピアノがリフを繰り返す
なかでドラム・ソロが続く。ドラムは基本的に生ド
ラムに近い音色を使っているが，一部の音色に打ち
込み感のあるものを使ったり，ループ素材を重ねた
りしてテクノやドラムンベースの要素も加えてい
る。
2 ．《祖谷甚句》アレンジバージョンの公開

　2021年 1 月に楽曲《祖谷甚句2021（徳島県民謡ア
レンジ）》8）と映像が完成し，「四国大学学際融合研
究所 新あわ学部門YouTubeチャンネル」にて公開し
た。ドラムの打ち込み，鍵盤ハーモニカ・ピアノ・
エレキベースの演奏，動画の撮影と編集，全てを筆
者（小田原）が担当した。

Ⅲ．「津田の盆踊り唄」と《ぞめき囃子》の録音

1．「津田の盆踊り」の音楽

　「津田の盆踊り」は，2002年に徳島県指定無形民
俗文化財に指定された徳島県の民俗芸能で，自由奔
放な踊りとともに，絶え間なく唄が歌われることが
特徴的である。
　「津田の盆踊り唄」の詩型は「七七七五型」で，「歌
詞の内容から，津田の風土を歌ったもの，踊りを鼓
舞するもの，浄瑠璃から題材をとったもの，嫁姑・
親子などの家族関係を歌ったもの，夫婦・男女関係

2 ．「東祖谷での録音の模様 1」2019.�3　小田原撮影

3．「東祖谷での録音の模様 2」　2019.�3　小田原撮影
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の心情を歌ったものなど」（小林 2014:10）に分類さ
れる。
　「津田の盆踊り」の鳴り物は，笛，三味線，鉦，
四つ竹，小鼓，締太鼓，大太鼓で構成されており，「津
田の盆踊り唄」に合わせて《ぞめき囃子》を奏でる。
　東京2020オリンピック競技大会開会式において
「津田の盆踊り唄」が起用されるなど，全世界的な
注目が集まっていることや，唄や歌詞の民俗的価値
も重要であることなどから，本取り組みにおいて音
源録音とCD化，また楽曲を発信する運びとなった。
2 ．録音状況

　2022年 9 月25日（日）四国大学芸術館にて「津田
の盆踊り唄」と《ぞめき囃子》の録音を行った。（写
真 4，5）CDは，2022年12月に完成しており，（写
真 6，7）YouTubeでの発信も予定している。
　演奏者として，「津田の盆踊り保存会」より，「津
田の盆踊り唄」の録音に 8名が，《ぞめき囃子》の
録音に10名が参加（メンバーの重複有り）し，唄は
オリンピック開会式で流れた「津田の盆踊り唄」の
音源でも唄い手を務めた山田貞子氏が担当した。レ
コーディング・ミックス等のエンジニアリングは，
東祖谷での録音の時と同じくSHOGIN ENGINEERING

代表の原勇樹氏が担当した。
　2002年に「津田の盆踊り保存会」が発行したCD「津
田の盆唄　踊唄」の歌詞カードには，46首の唄が記
載されているが，今回は54首の唄と13首の囃子言葉
を録音することができた。全てを演奏すると30分以
上はかかる膨大な歌詞をもつ「津田の盆踊り唄」を
全て発信することで，文化的資料として保存するこ
と，徳島の文化の魅力を世界に発信していくことを
目指す。
3 ．録音機器

　録音される音の質感は使用するマイクとヘッドア
ンプに大きく左右される。今回使用されたものの一
部を羅列すると，ヘッドアンプではCALREC DUAL 

PRE，Solid State Logic Alpha VHD PRE，マイクでは
TELEFUNKEN TF47，sE Electronics VR1，JZ 

Microphones V11，AKG D320-Bなど，ヴィンテージ
感や音の太さ，歪（ひず）み感や倍音の付加などを
重視した機器が多い。これらの機器ラインナップは

4 ．「津田の盆踊りの録音の模様 1」2022.�9　小田原撮影

5．「津田の盆踊りの録音の模様 2」2022.�9　小田原撮影

6．「津田の盆踊りCDジャケット」2022.�12 ヤポデザイン　崔晶美　作成

7．「津田の盆踊りCD盤面」2022.�12　ヤポデザイン　崔晶美　作成
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積極的に音色への味付けを行う選択と考えられる。
レコーディング・ミックス等のエンジニアリングを
担当した原氏は過去に久保田麻琴氏プロデュースの
「ぞめき」シリーズのレコーディングのサポートを
したことがあり，その経験が民謡や伝統音楽の録音
での音作りのスタンスに影響しているそうで，「敢
えて今っぽいクリアな音にはしない方法を取った」9）

とのことである。完成した音源の質感は民謡の素朴
さや空気感，あたたかさが感じられる仕上がりに
なっていたため，原氏の選択が功を奏したと考えら
れる。

Ⅳ．民謡録音の現状と今後の課題

1．ポップスなどの録音と民謡録音の相違点

　レコーディングエンジニアの多くの仕事は商業作
品の録音であるが，今回のような研究や記録の目的
での民謡録音は，商業作品の録音とどのような面が
異なるかについて原氏は次のように述べている。

　　 演奏を生業としたミュージシャンが録音する場
合，多くはレコーディングそのものに慣れてい
たり，レコーディングの手順や流れを把握して
いる演奏者が多く，リテイクや部分的差し替え
などについて，双方から柔軟に提案し合ったり
しながら作業を進めることができる。しかし，
今回のような民謡の録音では，演奏には熟練し
ていても録音の現場には不慣れな方が多く，ま
た年配者が多いため，演奏者とのコミュニケー
ションや手順も違ったかたちにする必要があ
る。具体的には，できるだけワンテイクで済む
ように，また気持ちよく演奏してもらうことを
最優先する。そのためには音量がレベルオー
バーしないような入念なレベル合わせ，そして
エンジニア側の求める手順や都合について説明
しすぎず，演奏に集中してもらえるような環境
や雰囲気を作ることが重要である10）。

　実際に，楽器によってはマイクとの距離が安定し
ないなど，一般的な音楽録音においては望ましくな
い状況も生まれてしまっていたとのことであった

が，それよりも演奏者の勢いやノリを重視し敢えて
細かい注意や指示はしないという判断で録音を続行
したというシチュエーションもあったようである。
レコーディングエンジニアは技術職でありながら，
場の人々の雰囲気や熱気に寄り添い，かつ状況に
よって柔軟に最善と思われる方法を選択していくよ
うな，判断能力とコミュニケーション能力が重要な
職業である。
2 ．研究目的での音声の記録方法の今後の展開

　先述のとおり，かつては高品質な録音をするため
にはレコーディングスタジオなどに演奏者が赴くし
か方法がなかったが，現在は吸音や防音の環境さえ
整えば本格的なレコーディングスタジオと遜色ない
環境で行うことができ，場所に縛られないかたちで
のレコーディングが可能になっている。そういった
これまでの手法や環境の変化をふまえて，今後の民
謡録音のような研究目的での録音がどのように変化
していくかについて原氏は次のように述べている。

　　 かつてのフィールドワークにおいて民謡を録音
する場合は，テープレコーダーのような簡易的
な機材で録音するしか手立てがなかった。しか
し今の時代になって振り返ると，アナログテー
プの音質は一概に悪い音ではなかったのではな
いかという評価になってきている。これは音楽
制作ソフトなどでアナログテープの音の暖かさ
や歪（ひず）みをシミュレートするソフトウェ
アがいくつも出ていることからもわかる。現在
はというと，簡易的な録音はすべてスマート
フォン一台でまかなえてしまう。スマートフォ
ンのみで録音した場合の品質の評価について，
時代が進んだのちに再評価されることがある
か，というと，それは有り得ないと感じる11）。

　スマートフォンのみによる録音やハイファイすぎ
る録音方法は，表現そのものを阻害することになり
かねない。スマートフォン付属のマイクが音楽では
なく人間の話し声を集音することに特化しているこ
とや，音声データが圧縮されてしまうこともその理
由である。また，人間の耳が，「ノイズが少なけれ
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ば良い音」「原音に忠実であれば良い音」とは必ず
しも判断しないという難しさがある。特に音楽は情
報であると同時に表現でもあるので，その表現に合
わない音質での録音は，どれだけ音質面でクオリ
ティが高かったとしても良い表現とはいえなくなっ
てしまう。今回の取り組みの目的のひとつは「魅力
を発信する」ことであるため，表現が損なわれない
ような方法を目指したことは目的に合致していたと
いえる。しかし，表現としてではなく，あくまで記
録としての録音であれば，そういった面に配慮する
必要がないとも考えられる。
　かつては持ち運ぶことが叶わなかった巨大なレ
コーディングスタジオの機材たちと品質が変わらな
いものをコンパクトに持ち運べてしまう時代になっ
てしまったことには変わりなく，アナログ機器のみ
を使う時代に逆行することも有り得ない。目的や予
算，シチュエーションや時代に合った手法を今後も
模索し続けていく必要がある。

Ⅴ．まとめ

　民謡は，本来は後世に受け継がれていくものであ
る，しかし，唄い手や担い手の減少，過疎化，高齢
化など社会の急激な変化によって，多くの民謡は衰
滅し，伝承されている民謡も歌詞や旋律が変化する
など，そのカタチを変えていることが多い。
　「徳島のうた」生まれかわりプロジェクトでは，
徳島県にまつわる歌や民謡の録音，YouTubeでの発
信，現代的な音楽制作手法によるアレンジに取り組
んでいる。先に述べたように，民謡はその伝承過程
で容易に変化すること，伝承活動を行う唄い手や担
い手の人数減少から，その伝承と保存には工夫が必
要である。たとえば，沖縄奄美民謡は電子化され，
民謡伝承に貢献しうると指摘されており（金城 

2015:199-202）録音として唄を残すことは，民謡の
保存，および口伝以外の伝承方法のひとつとして有
効であると考えられる。
　また，YouTubeでの発信や現代的な音楽制作手法
によるアレンジでの楽曲の公開などにより，良いか
たちでの文化伝承や民謡への親しみが，さまざまな
年代・地域・国籍の方々に生まれることが期待でき

る。今後も，徳島県にまつわる歌や民謡と民俗芸能・
伝統音楽の保存および発信，伝承に寄与する研究を
継続し，さらには新しい価値を発見し得る民謡のア
レンジでの楽曲発表を試みたい。
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　　 （https://www.miyoshi.i-tokushima.jp/）
 2023年 1 月 2 日閲覧
2） 三好市ホームページ
　　 （https://www.miyoshi.i-tokushima.jp/）
 2023年 1 月 2 日閲覧
3） 《祖谷の粉ひき節（西祖谷）》
　　 h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=PdccZvYjrww 

4 ） 《祖谷の粉ひき節（東祖谷）》
　　 h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=81WAW-x_9ts
5 ） 《祖谷甚句》
　　 h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=G4d5A_YA2JQ 

6 ） 繰り返される印象的な短いフレーズ
7） サルサなどのジャンルで用いられるリズムや伴
奏の形態

8） 《 祖 谷 甚 句2021（ 徳 島 県 民 謡アレンジ）》
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　　 h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=0fOTzbrcxiA 

9 ） 2022年12月13日ZOOMミーティングのかたちで
実施

10） 2022年12月13日ZOOMミーティングのかたちで
実施

11） 2022年12月13日ZOOMミーティングのかたちで
実施
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